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人が過去に記録した映像を振り返る際に，思い起こしているものやその時の精神状態から記録をたぐることはできな

いだろうか．本稿では，映像と脳波を重畳して記録し，思い起こしを行う際の脳波と比較しながら振り返りを支援す

る仕組み「bwTrackr」を提案する．思い起こしという脳内活動で生じる生体情報としての脳波を，映像とともに記録
された脳波と比較しつつ，記録の中で同じ精神状態を持っていた時を探る． 
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We propose Emotional Media Recording and Discovery System， which aims to assist pulling the scene out of the recorded 
media according to the emotion that the user is calling it to their mind． The idea is to pick up the relevant time in the media by 
comparing the brainwave recorded simultaneously with the one that is emitted when the user is looking back on it． Inspecting if 
the brainwave emitted when people flashes a scene across their mind has some similarity with the one that is emitted when they 
experienced it． 

 
 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに   

 スマートフォン，ドライブレコーダー，ライフログカメ

ラ，アクションカメラなど，生活行動に密着しつつ，周囲

を記録する媒体の普及により，個人が扱う生活情報メディ

アの量が増加している． 

 人は記録した映像を後に見返すため，ファイル名，フォ

ルダ分け，タグ付けに，日付やキーワードを使うように，

時間や言葉と関連づけて，電子媒体の中で整理してきた． 

 しかし，数年前に起こった出来事の前後関係を間違える

ことや，日付が曖昧になるといったことにみられるように，

時間の記憶は時がたつにつれ曖昧になる．また，同じタグ

がついた多量のファイルができるなど，簡潔かつ正確な言

葉を，整理する際に用いることは難しい．映像メディア要

約，速覧の研究[1][2]が増えてきているが，これも個人が扱

うメディア情報の量が増加し，効率よく確認することが必

要となってきたことの現れといえよう． 

 今まで見たことのない映像であれば，他人の言うことや

書いたことから内容を想像し，確認することになるが，自

分が過去に経験したことの場合，その内容を確認する際に

頭の中で描いているイメージをそのまま用いて記録した場

面を引き出せるのではないかと我々は考えた． 

 昨今では，市販の脳波センサーでも，一度操作をイメー

ジした際に記録した脳波データを，次回の操作要求時の指

標として使用すると言った機能が提供されつつある[3] ．

このことから，人が何かを思い描いている状態をはかる生

体情報として，脳波を候補に考えた． 

 本稿では，脳波センサーを用いて，人が見ている周辺情
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報とともに，認識活動の一つの生体情報として脳波を重畳

して記録し，人がそのシーンを後に思い浮かべたときに起

こる脳波と比較することで，過去に記録した情報の中から，

適当な場面を探り，振り返りや再利用を支援するシステム

「bwTrackr」を提案する． 

2. システムの構成システムの構成システムの構成システムの構成 

 このシステムは，身の回りの映像情報と，脳波を記録す

る部分と，記録した情報を解析し，振り返りの際に発生し

た脳波とつきあわせることで，思い描いている場面として

適当な時点を探る支援を行う再生部分から構成される． 

2.1 記録部記録部記録部記録部 

 記録部は，脳波センサー，小型カメラを一体にしたヘッ

ドセットデバイスと，それらからの信号を記録するモバイ

ル端末（Android端末）から構成される．(図 1) 

脳波センサーモジュールに，Think Gear AM(TGAM)を採用

する．当チップは，乾式電極に対応しており，ユーザーに

比較的負荷をかけずに，生活行動をしながら，脳波データ

の取得が可能である．脳波データは，サンプリング周波数

512Hzで取得され，同時に，電極が正しく接続されている

かを表すシグナルレベル，精神状態の指標として，attention，

meditationが取得可能である． 

 脳波センサーで取得された信号は，Bluetoothモジュール

を用いて Android 端末に送信される．映像を記録するビデ

オカメラは，Motion jpegを使用したWi-Fi カメラと，Android

端末付属のカメラが選択可能である． 

 Android 端末に送信された脳波データは，Neurosky 

Software Development Kitを用いて，モバイル端末内のデー

タベースに記録される．このときカメラからの動画映像と

同時に，位置情報，速度などの，端末で利用可能な状況に
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関する情報も記録する． 

 

図 1 ハードウェア構成 

Figure 1 Component diagrams． 

 

2.2 再生再生再生再生部部部部 

 一連の脳波と映像のデータの組み合わせは一つのセッシ

ョンとして記録される．(図 2) 

 ユーザーがセッション内の映像を振り返る際には，“何か

に気づいたポイント”として，後述する指標に基づいた時

点の映像がサムネイル表示される．サムネイルは指標に近

いほど大きな半径で表示され，その時点での精神状態デー

タによって色付けされる．ユーザーがサムネイルの選択を

行うとその時点から記録された動画映像が再生される． 

 ユーザーが，振り返り時に脳波センサーを着用すると，

候補として表示されたサムネイルのうち，脳波センサーか

ら取得している精神状態データの値に近い精神状態データ

が記録されているサムネイルが画面中心に表示される．(図

3) 

 “何かに気づいたポイント“をまず候補として抽出し，

その中から今思い描いている精神状態に近い時点を，上位

候補として推薦する仕組みである． 

 

 
図 2 記録されたセッション一覧 

Figure 2 List of the sessions． 

  
図 3 記録された映像のサムネイル表示． 

左:初期状態， 右:脳波センサー着用時 

Figure 3 Graphical thumbnails within the session． 

Left: initial state， Right: movement using EEG． 

 

2.2.1 サムネイルの抽出 

“何かに気づいたポイント”として抽出すべき時点を確定

する指標に，事前の実験で事象関連電位[4]として判断され

た試行区間の波形との近似度を用いた． 

 事象関連電位は外部刺激に対する思考や認知の結果とし

て計測される電位変化であり，虚偽検出[5]に用いられたり，

それを用いたサイドチャネル攻撃の可能性も指摘されるよ

うになってきている[6]． 

 近年は商用センサーによる検出方法も報告されており

[7]，我々はこれを，人が何か変わった物や興味を引かれた

物を見つけた時点を抽出するための指標として使うことを

試みた． 

 基準の値を得るために，事前に被験者五名に対し，一人

あたり 500回程度の画像を見せる odd-ball実験を行った． 

 取得した脳波データに 4.5Hzのローパスフィルターをか

け，ターゲット刺激とノンターゲット刺激に分けて加算平

均をとった．その中で，有意に異なる電位差を示している

時系列区間の波形を基準とし，セッションで映像データと

同時に記録した脳波に，同様に 4.5Hzのローパスフィルタ

ーをかけたデータのなかから波長，振幅が近い区間の始ま

りを目的の抽出すべき時点とした． 

2.2.2 サムネイルの視覚化 

 サムネイルは，サムネイル抽出の手順で加工した区間デ

ータの値が，基準値から近いほど大きく表示され，センサ

ーから記録した，attentionと meditationの値により色付け

される． 

 表示されたサムネイルは，初期状態では，すべての要素

に対して均等に斥力と重力が配分された力学モデルで表示

される．ユーザーが脳波センサーをつけると，サムネイル

に対して，その場で検出された attentionと meditationの値
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と，サムネイルの時点での値の差の，二次元距離に応じた

中心への張力が生じる．その結果，ユーザーの現在の精神

状態データに近いと判断されたサムネイルが中心に移動す

ることになる．精神状態データは秒間一回更新され，その

値を元に，張力が変更され，再描画を行う． 

 ユーザーはサムネイルを選択すると，サムネイルが生成

された時点から，記録された映像を再生する． 

2.2.3 抽出データの共有 

 ユーザーはセッション全体，または個別のサムネイルを

選んで情報を，SNS等で他ユーザーに共有することができ

る． 

 共有するデータは，記録した映像，脳波データ，位置情

報である．ユーザーが選択的に共有するデータには，共有

したユーザー情報が付加され，さらにコメント付加や，そ

のデータが共有される範囲の設定などを行うことができる．

ユーザーの同意の下，SNSにセッション全体のデータをア

ップロードする場合には，ユーザー情報を付加しない．匿

名化された脳波データを多数共有することで，多くの人の

attentionが高まっているところから危険な場所を抽出する

などと言った目的に使用する物である． 

3. 考察考察考察考察 

 本稿執筆時点では詳細なユーザー実験が行えていないが，

このシステムを使った何人かから，脳波センサーによって

移動されるサムネイルについて，選択が正しくなされてい

るか確認しづらいとのコメントがあった． 

現時点では，チップが提供する二つの精神状態データを元

に距離を計算しているが，より詳細な要素分析が必要と考

える． 

 また，動きの速さに対してサムネイルが小さいため，選

択された物についての認識に困難が伴っていたことも考え

られ，張力に応じてサムネイルの大きさを変更するなどの

工夫が必要と考えられる．動きの速さについては，精神状

態データの更新間隔や速度の円滑化等の変更や，サムネイ

ルの動きによるユーザーの脳波の揺れを押さえるなどの工

夫をし，ユーザーの反応を確認したい． 

4. 課題と展望課題と展望課題と展望課題と展望 

 現在手軽に利用できる市販の脳波センサーは電極の数が

限られ，利用できる精神状態データの種類が 2種類のため，

人が思っているイメージと同じ場面を検出するための要素

として少ない可能性がある．ただ，2014年には，複数の乾

式電極を持つ市販の BCI デバイスが発売予定など，脳波セ

ンサーも，より精度のよい物が人口に膾炙していくものと

予想される． 

本稿執筆時点で，我々の脳波の解析技術が未熟な部分あり，

サムネイルとして抽出するポイントはある程度特定したも

のの，人が想起している脳波との相関関係を見つけ出すた

めの研究が本格的にはできていない． 

 考察で述べた，脳波による操作インターフェースとして

の工夫と同時に，解析技術も更新してゆきたい． 

 人が過去に記録した物を，要約，タグ付けなどの事前準

備なしに，思い浮かべただけで，引き出せるようになるこ

とは，せっかく記録した物を，形や情景は思い浮かんでい

るのに伝えられないもどかしい思いを解消し，コンピュー

タのサポートのもと，人が劣化しない記憶を手に入れ，生

活の中で使いこなすための一つの要素であるだろう． 

 そうなった時に，初めて人は，自分の生活の記憶の代行

を行う，すぐれたパートナーとして，広く，身近にコンピ

ュータを受け入れることができるのではないかと考える． 
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